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325　　再発
・
進行上 皮性卵巣癌 （III，IV 期〉 に 対す る weekly 　paclitaxel／CDDP の 検 討

国 蹉病 院 四 国が ん セ ン ター

角　健 二 ，日浦昌道，野河孝充，伊藤啓二 朗，温泉川真 山，横山　隆，千葉　丈

【目的1再発 ・進行卵巣癌 （III，　 IV 期）に 対 す る weekly 　paclitaxel，ICDDP の 安全 性
・
有効性 を検討する．【方法｝組織学的 に

診断 した 再発 お よ び進行期 III，　 IV 期の 卵巣癌で，評価病変 を有し，文書 で 同意 を得 た もの を対象 と し た．対象 は群発卵巣癌

8 例 （3例 は paclltaxel 使 用 後 の 再発 ），進 行卵 巣癌 5 例 （IIIc期 3 例は 残存腫瘍 ≧ 2c叫 IV 期
一2例 は 試験 開腹）で

， 組織型 は 漿

液性Ca屈　9 例，類内膜腺癌 4 例で あ る．前投薬 は30分前に デ キサ メ サ ゾ ン 10mg 静注，塩酸ジフ ェ ン ヒ ドラ ミ ン 50mg 経 口 投

与 ，
ラ ニ チ ジ ン 10mg 静注 し た．薬剤の 投与計画 は paclitaxel：60〜70mg〆m2 〈lee問点滴静注），CDDP ：35〜40　mg ／m2 を1，8，15

日 目に投
「
」’（28日間 を1コ ース ），3コ ース 以．h を原 則 と し， 安全性 と有効性 を検討し た．【成 績】年齢 は平均57，8 （45〜73）歳，

投 与 コ ース 数 は44 コ ース
， 平 均 32．4 （21〜76） 日で ，garde3／4の 有 害反 応 を み る と，血L液毒性 で は

， 自1血球減少 grade3 ：8
例 （62％），血 色 素低

．．
F
’
　grade3 ：1例 （8％ ），　 grade4 ：3例 （23％ ），1熊小板減少 grade4 ：1例 （8％），また 悪心

・
嘛吐 grade1／2 ：

12例 （92％ ），関節痛 gradel ：3例 （23％ ），肝機能障害 grade1 溜 例 （15％ ）， 神経毒性 gradel ：8例 （62％）， 脱毛 grade2 ：12
例は全例に み られたが，重篤な有害反応 は なか っ た．抗腫瘍効果 は再発群 で は PR ：6／8（75％），NC ：1／8　（12．5％），PD ：1／8
（12．5％ ）で ，PR に は paciitaxel使 用 彳麦の 再 発 が 2例 に認 め られ ， 進 行卵 巣癌 で は CR ：4／5 （80％ ），PR ：1／5 （20％ ）で 試験

開腹 の 2例 に は optinial 　surgery が施 行 さ れ た。【結 論】本 法 は paclitaxel 使用 後の 再発例あ るい は試験開腹例 に お い て も
一
卜分

な抗 腫 瘍 効 果 が み られ，悪 心 ・1區吐や 神経毒性 は軽 度 で，1in一液毒性 に 注意 しなが ら安全 に 施行で きる と考え られ た ．

326　　卵巣癌 に対す る weekly 　paclitaxel／CBDCA の 薬理動態 と臨床効果

国 立 病院 四 国 が ん セ ン ター

野河孝充，日浦昌道，温 泉 川真 由，伊藤啓二：朗，横 山　 隆　千葉　丈

【目 的】卵巣癌 に対 す る weekly 　paclitaxel〆CBI）CA の 薬 理 動 態及 び簀 全 性 ・有 効 性 を検 討す る．【方法】病理 組織学的 に 診断 し

た卵巣癌 で ， 文 書で 同意 を得た もの を対象 と した．前投薬 は30分溝に デ キ サ メ サ ゾ ン 1  mg を静注，塩酸 ジ フ ェ ン ヒ ドラ ミ ン

50mg を経 冂 投 与，ラ ニ チ ジ ン 10mg を 静注 した．薬 剤 投 与 は paclitaxel ：60・・−70mg ／m
”
　（］．ee間 iv），　 CBDCA （AUC ＝2〜2．5）

を 1，8，15日目に投 与し，28日間を1コ ー
ス と し，paclitaxel投与前，投与一後1，2，3．4，6，　LO．24時艮馴に paclitaxel濃度を測 足 して AUC

を求め ，安全牲 ・有効性を検討 した．【成績】内訳 は 12例 （la期一一1， Ic期一
ユ，Ilc期一2，IIIb期一1，111c期一5，　IV 期一2），そ の うち評

価病変 4例 ， 年齢は平均58（45〜75）歳 ， 組織型 は漿液性腺癌 4例 ， 粘液性腺癌1 例 ， 類内膜癌 6 例 ， 顆粒膜細胞腫 1 例で あ

る，paclitaxel ：6 〜701ng／m2 の AUC は2．78〜4．39pg ・h／mL ．10時間の 濃度 はO．e5−−O．07LLM／L，241Ri問で 0．02〜0．04μM ／L を示 し

た．投与 コ ー
ス 数 は全体 で 39 コ ー

ス ，1〜2コ ー
ス で 平均3｛｝「1，2〜3コ ー

ス で 30］−1，3〜4 ロ ー
ス で34日，4〜5コ ース 30日で ， 血

液毒性 を み る と，白血L球減少 grade3 は 7 例 （58％ ），ifU色素低下 grade3は 3例 （25％ ）， lfLl小 板 減少 grade4は 1例 （8％ ）で

G−CSF は 8例 〔67％ ） に使用 され た．悪心 ・嘔吐 2radelは 4例 （33％），関節痛
・筋肉痛 gradel は 9 例 （75％ ），神経毒性

gradel は 7 例 （58％），脱毛は全例 （grade2 ）で ，重 篤 な有害反応 はみ られ なか っ た．評価病変症例 （4例） の 抗腫瘍効果 は

PR が 3 例，NC が 1 例に 認め られ た．【結論】weekiy 　paclitaxel／CBDCA は pac｝itaxelの 低濃度の 長時聞持続 に よ っ て 抗腫瘍効
果 が み られ，神経毒性 も轢度で，白1鼠球減 少 に注意す れ ば外 来で 安 全 に施 行 で き る と推 察 され た．

327　　 前化学療法不応卵巣癌 ・再発卵巣癌 に お け る CBDCA ／Pac｝itaxel毎週 投 与法の 至 適投 与量：及 び 効果の 検討
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【目的】Paclitaxel（PTX ）は そ の 作用 機序 よ り Pt 製剤耐
』
性卵巣癌 に も有効で ，現在，　 PTX を 中心 に した regime 燥 が 標準化学

療法 とな っ て きて い る．また 投与法 に関し 3週毎投与法 に対し，最近，毎週分割投与法が副作用の 軽減とか つ 抗腫瘍効果を高

め る との 報告がある が PTX の 至適投与量の 検討 は少ない ．今回 ， 卵巣癌 の 寛解導入化学療法時 にお け る PTX ・CBDCA 毎週

投与法（W ，TJ ）の PTX 至 適投与量 を検討する 目的 で各用 量 に お ける 副作用 ， 効果 に 関 し比 較検討 した。【方法】イン フ ォ
ーム

ド ・コ ン セ ン トを得 た前化学療法不応 卵巣癌及 び 再発 卵巣癌 患 者 6 例 を対象 に W ．TJ を行 っ た。治療法 は Arm 　A ：P’rX 　60
【ng ／m3 ＋ CBDCA 　AUC 　2，　Arm 　B ：70mg／m2 ＋ AUC 　2，　Arrn　C ：80mg／m2 ＋ AUC 　2の 3 つ の 用 量 を設 定 し， 毎 週6コ ー

ス 投 与 2
週休薬を1ク

ー
ル と し3クール を目標とした。Arln　B よ り開始 しWH ．0 副作月提 i準 （脱毛を除く）Grade　3以 」：の 所見 の 有無で

同
．．・

ク ール 内， も し くは次 コ ース の 用 量を選 択 し ， 全症例 に PTX 使用 基 準の 前投薬を 行い
， 投与中は ECG モ ニ ター

下，バ イ

タル チ ェ ッ ク を行 っ た，【成績】1）2例 で 第1クール に副作用 Grade2以 ヒの 所見 を 認め なか っ た ため Arm 　C へ 増量が 可能で あ
1）　、 また 2 例 で は Grade3以 上 を 認め た た め Arm 　A へ 減 騒 した．2）Arm 　C へ 増量した 2 例は 第2ク

ー
ル 終了時 に各々 CR，PR

を，又減 量 した 工例 もPR が得 られ，その 奏効率は 50％（3例〆6例〉で あ っ た．3）1例は 第1ク
ー

ル 中に P．D となり中止 した が ，

そ の 他 と くに 重篤な遺敏症反応や 副作用 は 認 め なか っ た．1結謝 今 圓 の 検討 よ り， 卵巣癌 寛解導入 療法 に お け る W ．T．Jの

PTX 至適投
F
｝景は80mg／m 橘 可 能 で あ り， そ の 効果 も 十分 に期待しうる こ とが 示唆され た．
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